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(57)【要約】
【課題】セッティング及び収納が容易で、かつ、スペー
スの有効利用が可能な布団乾燥機を提供する。
【解決手段】乾燥時において、フック８が外されて回動
自在となると、下段放熱面２、上段放熱面３を折り曲げ
ることができる。さらに、開き止め部材９をロックする
ことにより、温水式ラジエータ１ａは床面１３上に山形
に位置固定される。これにより壁面設置時に背面側の放
熱面上に布団１０を置くことができる。さらに、この状
態で放熱面に温水を流すことにより、布団１０の乾燥を
行うことができる。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
壁面等に設置される暖房用ラジエータを利用した布団乾燥装置であって、
該ラジエータは、下端部を支点として床面上に倒置可能とする第一の回動手段を備え、か
つ、倒置状態において放熱面に布団類を載置可能に構成され、
て成ることを特徴とする布団乾燥装置。
【請求項２】
前記ラジエータは、放熱面の中央に放熱面を折り曲げ可能とする第二の回動手段を、さら
に備えて成ることを特徴とする請求項１に記載の布団乾燥装置。
【請求項３】
前記ラジエータは、温水パイプ群を放熱面とする温水式ラジエータであって、かつ、
前記第一の回動手段及び前記第二の回動手段は、温水流通部の気密を維持しつつ、放熱面
を倒置又は折り曲げ可能に構成して成る、
ことを特徴とする請求項１又は２に記載の布団乾燥装置。
【請求項４】
放熱面の反対側に放熱パイプに脱着可能に嵌合し、放熱を抑制するための遮熱パネルを、
さらに備えて成ることを特徴とする請求項１乃至３に記載の布団乾燥装置。
【請求項５】
前記ラジエータ下端部に乾燥促進用のファンを、さらに備えて成ることを特徴とする請求
項３又は４に記載の布団乾燥装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は布団乾燥装置に係り、特に壁面等に設置する暖房用ラジエータを利用する布団
乾燥装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、布団乾燥はベランダなどを利用するいわゆる天日干しによって行うことが一般的
であるが、このような布団乾燥は天気の良い日に限られ、また、部屋からベランダまで布
団を運ぶのに労作業を要するといった不都合がある。そこで、天気に左右されず必要な時
に簡単に布団乾燥可能な乾燥装置の実現が望まれていた。
　このような要請に応えるものとして、温風式布団乾燥機が公知である（例えば、特許文
献１）。図１１はこの方式による布団乾燥機１００を示し、通気性を有する乾燥シート１
０２を敷布団１０４と被り布団１０５の間に置き、本体１０１から供給される温風をホー
ス１０３を介して乾燥シート１０２から放散することにより、上下の布団を同時に乾燥す
るものである。
【特許文献１】特開平１１－３３２９５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら、上記温風式布団乾燥機は、不使用時には乾燥シート１０２を折り畳み、
伸縮自在のホース１０３を巻き取って本体１０１内に収納する構成であるため、セッティ
ング及び収納に手間がかかり、利便性に欠けるという問題がある。また、不使用時に機器
収納場所を確保する必要があるという問題がある。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明はこのような問題を解決するものであって、セッティング及び収納が容易で、か
つ、スペースの有効利用が可能な布団乾燥機を提供する。
　　本発明は以下の内容をその要旨とする。すなわち、本発明に係る布団乾燥装置は、
（１）壁面等に設置される暖房用ラジエータを利用した布団乾燥装置であって、該ラジエ
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ータは、下端部を支点として床面上に倒置可能とする第一の回動手段を備え、かつ、倒置
状態において放熱面に布団類を載置可能に構成され、て成ることを特徴とする。
（２）上記（１）において、前記ラジエータは、放熱面の中央に放熱面を折り曲げ可能と
する第二の回動手段を、さらに備えて成ることを特徴とする。
（３）上記（１）又は（２）において、前記ラジエータは、温水パイプ群を放熱面とする
温水式ラジエータであって、かつ、
前記第一の回動手段及び前記第二の回動手段は、温水流通部の気密を維持しつつ、放熱面
を倒置又は折り曲げ可能に構成して成る、ことを特徴とする。
（４）上記（１）～（３）において、放熱面の反対側に放熱パイプに脱着可能に嵌合し、
放熱を抑制するための遮熱パネルを、さらに備えて成ることを特徴とする。
（５）上記（３）又は（４）において、前記ラジエータ下端部に乾燥促進用のファンを、
さらに備えて成ることを特徴とする。
【発明の効果】
【０００５】
上記各発明によれば、布団乾燥時のセッティングが容易で、かつ、特別の収納場所を必要
としないという利点がある。
また、従来、冬季以外には用途がなかった暖房用ラジエータについて、通年で有効利用可
能になるという効果がある。
また、温水式ラジエータを利用するタイプにあっては、（従来の電気式布団乾燥機（ファ
ン動力を含め７００Ｗ程度）と比較して、容易に大能力化を図ることができ、乾燥時間の
短縮が可能となるという効果がある。
　また、断熱シートを付設するタイプにあっては、効率的に温熱を利用することができ、
省エネ性向上に資するという効果がある。
　また、乾燥促進用のファンを付設するタイプにあっては、乾燥時間のさらなる短縮化が
図れるという効果がある。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００６】
　以下、本発明に係る布団乾燥装置の実施形態について、図１乃至１０を参照してさらに
詳細に説明する。重複説明を避けるため、各図において同一構成には同一符号を用いて示
している。なお、本発明の範囲は特許請求の範囲記載のものであって、以下の実施形態に
限定されないことはいうまでもない。
【０００７】
（第一の実施形態）
　図１は、本発明の一実施形態に係る布団乾燥装置１の正面（ａ）及び側面（ｂ）構成を
示す図である。図２は、ヘッダー接続部５の断面詳細構成を示す図である。図３は、布団
乾燥装置１の布団乾燥時の形態を示す図である。
　図１を参照して、布団乾燥装置１は、下段放熱面２、上段放熱面３、接続部５及び底部
ヘッダー６を備え、下端部及び中央部で回動可能な温水式ラジエータ１ａにより構成され
ている。下段放熱面２及び上段放熱面３は、それぞれ両端のヘッダー２ａ，２ｂ又はヘッ
ダー３ａ，３ｂと、両ヘッダー間に介在する放熱パイプ４と、を主要構成とする。温水式
ラジエータ１ａは、壁面１２に一端固定のフック８によりヘッダー３ａ，３ｂが掛止され
ることにより、壁面１２に沿って自立可能に構成されている。
【０００８】
　次に、図２を参照して、ヘッダー２ａとヘッダー３ａに介在する接続部５の詳細構成に
ついて説明する。ヘッダー２ａ、３ａの端部２ｃ、３ｃはＬ字状に形成され、その内側面
にはＯリング５ｃ嵌入のための溝部５ｄが設けられている。一方、接続部材５ａは「コ」
の字状に形成されており、両ヘッダーと接続部材５ａとは、Ｏリング５ｃを介して回動可
能に接続されている。また、両ヘッダーと接続部材の外側面はクリップ５ｄにより締着さ
れている。以上の構成により、下段放熱面２と上段放熱面３とはヘッダー部においてシー
ルが維持され、かつ、互いに独立して回動可能になっている。
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　また、後述する布団乾燥時の支持のため、ヘッダー２ａの片側には開き止め部材９が、
対応するヘッダー３ａには止め部材９ａが取り付けられている。
　底部ヘッダー６は、両端の接続部６ａ、６ｂと戻り管部６ｃにより構成され、床面１３
上に固定されている。底部ヘッダー６と下段放熱面２とは、両端の接続部６ａ、６ｂを介
して接続されている。図示は省略するが、ヘッダー２ａ、２ｂと接続部６ａ、６ｂとの接
続構造は、ヘッダー２ａ、３ａと接続部５との接続構造と同様であり、シールを維持しつ
つ下段放熱面２を回動可能に構成されている。
【０００９】
接続部６ａには温水流入部７ａが接続されており、熱源機（図示せず）から供給される温
水をヘッダー２ａに供給するように構成されている。また、接続部６ｂには流出部７ｂが
接続されており、ヘッダー３ａに戻る温水を熱源機に戻すように構成されている。
　以上の構成により、暖房時において流入部７ａから供給される温水は、接続部６ａを経
由してヘッダー２ａ→接続部５→ヘッダー３ａの流路を経て各放熱パイプ４に供給される
。放熱後は、ヘッダー３ｂ→接続部５→ヘッダー２ｂ→接続部６ｂの経路で流出部７ｂに
戻り、最終的に熱源機に戻される。
【００１０】
　次に図３を参照して、布団乾燥装置１の布団乾燥時の形態について説明する。乾燥時に
おいて、フック８が外されて回動自在となると、下段放熱面２、上段放熱面３を折り曲げ
ることができる。さらに、開き止め部材９をロックすることにより、温水式ラジエータ１
ａは床面１３上に山形に位置固定される。これにより壁面設置時に背面側に位置していた
放熱面上に布団１０を置くことができる。さらに、この状態で放熱面に温水を流すことに
より、布団１０の乾燥を行うことができる。
　なお、本実施形態では暖房用ラジエータとして温水式ラジエータの例を示したが、他の
熱源によるラジエータを用いることも可能である。以下の実施形態においても同様である
。
　また、下段放熱面と上段放熱面との接続について、「コ」の字状接続部を用いる例を示
したが、シールが維持される構造であればどのような接続方法であってもよい。
【００１１】
（第二の実施形態）
　次に図４，５を参照して、本発明の他の実施形態について説明する。図４は、本実施形
態に係る布団乾燥装置２０の正面（ａ）及び側面（ｂ）構成を示す図である。図５は、布
団乾燥装置２０の布団乾燥時の形態を示す図である。
　図４を参照して、布団乾燥装置２０は、下端部で前面側に倒置可能な温水式ラジエータ
２０ａにより構成されている。温水式ラジエータ２０ａは、下部ヘッダー２１，上部ヘッ
ダー２２、両ヘッダー間に設けられた放熱パイプ群２３、及び床面１３上に固定された下
部ヘッダー２１両端の接続部２６、２７により構成されている。また、温水式ラジエータ
２０ａは、壁面１２に一端固定のフック２８により上部ヘッダー２２が掛止されることに
より、壁面１２に沿って自立可能に構成されている。下部ヘッダー２１と接続部２６、２
７とは、上述の接続部５と同様のシール構造を備えており、シールを維持しつつ温水式ラ
ジエータ２０ａ全体を前面側に回動可能としている。
　下側ヘッダー２１内部は、往き側ヘッダー２１ａと戻り側ヘッダー２１ｂに区画されて
いる。また、放熱パイプ群２３は、温水を往き側ヘッダー２１ａから戻り側ヘッダー２１
ｂに流す放熱パイプ群２３ａと、戻り側ヘッダー２１ｂから往き側ヘッダー２１ａに流す
放熱パイプ群２３ｂにより構成されている。
　接続部２６、２７にはそれぞれ温水流入部２４、温水流出部２５が接続されており、熱
源機（図示せず）から供給される温水を循環可能に構成されている。
　以上の構成により、温水通水時において温水流入部２４から供給される温水は、接続部
２６→往き側ヘッダー２１ａ→放熱パイプ群２３ａの経路で上部ヘッダー２２に集められ
る。ここから放熱パイプ群２３ｂを流下して戻り側ヘッダー２１ｂに集められ、接続部２
７から流出部２５に至り、熱源機に戻される。
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【００１２】
　次に図５を参照して、布団乾燥装置２０の布団乾燥時の形態について説明する。温水式
ラジエータ２０ａは、フック２８が外されると接続部２６、２７を支点にして前面側に倒
すことにより、床面１３上に倒置される。この状態で温水式ラジエータ１ａの上部に布団
１０を載置して、さらに温水を循環させることにより、放熱パイプ群２３からの放熱によ
る乾燥を行うことができる。
　なお、本実施形態では温水流入部２４と流出部２５について、両端に分離配置する構成
としたが、第一の実施形態の温水式ラジエータ１ａと同様に、底部ヘッダー６を設けて両
者を集合させる構成とすることもできる。
【００１３】
（第三の実施形態）
　さらに図６乃至８を参照して、本発明の他の実施形態について説明する。図６は、本実
施形態に係る布団乾燥装置３０の正面（ａ）、断面（ｂ）構成を示す図である。図７は、
遮熱パネル３１の詳細構成を示す図である。図８は、布団乾燥装置３０の布団乾燥時の形
態を示す図である。
　図６を参照して、布団乾燥装置３０が上述の布団乾燥装置２０と異なる点は、第二の実
施形態に係る温水式ラジエータ２０ａの背面側に、遮熱パネル３１を備えていることであ
る。図７を参照して、遮熱パネル３１は、表面に熱反射向上のためのアルミシートを貼付
した発泡材質の断熱材３２を薄板状に形成し、片側表面に複数の縦方向溝部３３を備えて
いる。遮熱パネル３１の高さは放熱パイプ長よりやや小さく、また、溝部３３の外径は放
熱パイプ２３を嵌合可能に形成されている。このような構成により、暖房時に図６に示す
ように遮熱パネル３１を取り付けることにより、壁面側への放熱を抑制して暖房性能の向
上を図ることができる。
　また、布団乾燥時においては、図８に示すように遮熱パネル３１を床面側に取り付ける
ことにより、床面側への放熱を抑制して布団側への放熱を増やすことができ、省エネ性の
向上と乾燥時間のさらなる短縮を図ることができる。
　なお、本実施形態では、１つの遮熱パネルを温水式ラジエータ２０ａの放熱面に取り付
ける例を示したが、複数の放熱面を備えた温水式ラジエータ（例えば、第一の実施形態）
の各放熱面に取り付ける形態とすることもできる。
【００１４】
（第四の実施形態）
　さらに図９乃至１１を参照して、本発明の他の実施形態について説明する。
　図９は、本実施形態に係る布団乾燥装置４０の正面（ａ）、断面（ｂ）構成を示す図で
ある。図１０は、布団乾燥装置４０の布団乾燥時の形態を示す図である。
　図９を参照して、布団乾燥装置４０が上述の布団乾燥装置１と異なる点は、温水式ラジ
エータ４０ａが本体下端部にクロスフロータイプの送風ファン４１を備えており、上方に
向かって可能としていることである。このような構成により、図１０に示すように布団乾
燥時にファン４１を駆動することにより、布団で囲われた空間４２内空気が攪拌される。
さらに新鮮空気をも取り入れることができ、乾燥効果を高めることができる。これにより
、乾燥時間のさらなる短縮を図ることができる。
【００１５】
　図１１は、温水式ラジエータ４０ａの２つの放熱面４３ａ、４３ｂを直立させた乾燥形
態を示す図である。送風ファン４１を２つの放熱面間に移動可能な構成とすることにより
、同図のような乾燥形態も可能となる。本形態によれば、図１０のタイプと比較して温風
の部屋内拡散を減らすことができるため、乾燥効率がより向上する。
【実施例１】
【００１６】
　以下、温水式ラジエータの乾燥性能を確認するために行った試験の内容について説明す
る。比較のため、電気式布団乾燥装置についても同様の試験を行った。
（１）試験装置
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　表１に試験に用いた温水式及び電気式布団乾燥装置の仕様概要を示す。
【表１】

【００１７】
（２）試験方法
　シングルサイズの敷布団及び掛け布団に６０ｋｇ（体重想定）の荷重をかけ、さらに２
００ｍｌ（就寝発汗量想定）加湿して１６時間放置した後に、試験装置を用いて乾燥した
。乾燥中、布団の重量・厚みを経時的に測定した。
（２）試験結果
　表２に、乾燥度・復元率が１００％になるまでの時間を示す。温水式ラジエータは、布
団のほぼ全面に亘って放熱できるため、乾燥効果が高いことが分かる。
【表２】

(※1)７５分コース運転を２回繰り返し。　
(※2)綿のみ温水80℃運転、その他は温水60℃運転。
【実施例２】
【００１８】
　温水式ラジエータの乾燥性能を確認するために行った試験の内容について説明する。比
較のため、電気式布団乾燥機についても同様の試験を行った。
（１）試験装置
　実施例１と同一の装置を用いた。
（２）試験方法
　上記３タイプの乾燥機を用いて、綿１００％の敷布団を乾燥させ、定常状態となった時
の布団内部温度を測定した。測定箇所は、布団断面方向につき等間隔に４点（ｈ０、ｈ１
、ｈ２、ｈ３）、長さ方向につき４点（ａ、ｂ、ｃ、ｄ）とした。図１２に、各測定ポイ
ントの位置関係を示す。
（３）試験結果
　図１３は、布団の長さ方向（ａ、ｂ、ｃ、ｄ）の内部温度平均値を示す図である。温水
式ラジエータでは放熱面（ラジエータ）側の布団表面から布団中心部にかけて（以下「布
団表層」という）、ダニを死滅させることができる温度である５０℃以上にすることがで
きた。これに対して、電気式布団乾燥機については、布団表層部を５０℃以上に維持する
ことは困難であった。布団表層は就寝時の汗の影響で含水量も多く、フケ・アカも付き易
く、生きたダニが増殖しやすいと言われている。布団を加熱乾燥して含水量を減らすこと
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は、ダニ増殖抑制のみならず、加熱温度によってはダニを死滅させるにも有効と考えられ
る。５０℃以上に加熱できない布団表層にダニが存在すると、ダニは中綿まで逃げ込んで
しまうため、なるべく布団の広い範囲を５０℃以上に保つことが布団乾燥する上で重要で
ある。温水ラジエータでは、この状態を実現しやすいと考えられる。
 
【産業上の利用可能性】
【００１９】
　本発明は、布団乾燥のみならず、他の被乾燥物の乾燥装置としても広く利用可能である
。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】第一の実施形態に係る布団乾燥装置１の構成を示す図である。
【図２】ヘッダー接続部５の断面構成を示す図である。
【図３】布団乾燥装置１の布団乾燥時の形態を示す図である。
【図４】第一の実施形態に係る布団乾燥装置２０の構成を示す図である。
【図５】布団乾燥装置２０の布団乾燥時の形態を示す図である。
【図６】第三の実施形態に係る布団乾燥装置３０の構成を示す図である。
【図７】遮熱パネル３１の構成を示す図である。
【図８】布団乾燥装置３０の布団乾燥時の形態を示す図である。
【図９】第四の実施形態に係る布団乾燥装置４０の構成を示す図である。
【図１０】布団乾燥装置４０の布団乾燥時の形態を示す図である。
【図１１】布団乾燥装置４０の他の布団乾燥形態を示す図である。
【図１２】実施例２の布団温度測定箇所を示す図である。
【図１３】実施例２の試験結果を示す図である。
【図１４】従来の布団乾燥装置１００の構成を示す図である。
【符号の説明】
【００２１】
１，２０，３０，４０・・・・布団乾燥装置
１ａ、２０ａ、４０ａ・・・・温水式ラジエータ
２、３・・・・放熱面
２ａ、２ｂ、３ａ，３ｂ・・・・ヘッダー
４、２３・・・・放熱パイプ
５、６ａ，６ｂ，２６，２７・・・・接続部
７ａ、２４・・・・温水流入部
７ｂ、２５・・・・温水流出部
８、２８・・・・フック
９・・・・開き止め部材
３１・・・・遮熱パネル
４１・・・・送風ファン
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